
の頭文字が入る。たとえば、ADSLの「A」

は「Asymmetric」（非対称）の略で、ここ

での非対称とは回線速度が上下で異なること

を指している。具体的には、ADSLでは下り

方向（プロバイダー→ユーザー）の速度が

1.5Mbps程度なのに対して、上り方向（ユ

ーザー→プロバイダー）の速度は512kbps程

度となっている。また、このほかにも通信速

度が対称（上下が同じ速度）となるSDSL

や、専用線サービスで利用されているHDSL

などがある（①）。

VDSLもこうしたDSLサービスの一種だが、

VDSLの特徴はADSLよりもさらに高速な、

最大で52Mbpsという通信速度を電話回線

で実現する点にある。現在、日本でもADSL

が急速にユーザーを増やしているが、動画ス

トリーミングなどのサービスを行うには、

1.5Mbpsではやや速度が足りないケースが考

えられる。また、すでに一部地域では光ファ

イバーによる100Mbpsのサービスも開始さ

れており、通信サービスの高速化は進む一方

である。

最終的には、各家庭まで光ファイバーを直

接引き込むFTTHサービスが主流になるだろ

うが、配線工事の手間を考えると普及のペー

スはそれほど速くはないと思われる。こうし

た点から、既存の電話線を使うDSL技術で

ありながら、光ファイバーにも匹敵する通信

速度が実現できるVDSLに注目が集まってき

ている。

VDSLは高速な分だけ

伝送距離が短い

現在、VDSLの通信速度としては、下り方

向が13M～52Mbps、下り速度が1.6M～

6.4Mbpsという非対称型と、上下とも6.5M

～34Mbpsという対称型の2種類が提案され

ている（②）。ADSLに比べてかなり高速だ

が、そのかわりにかなり短い距離でしか通信

ができないのが特徴だ。ADSLの場合には最

大で5km程度までは通信が可能だが、VDSL

INTERNET
ADSLの登場により、既存の電話線を使って1.5Mbps程度の通信速度が実現できるよ

うになった。これをさらに高速化して、数十Mbpsの通信速度を実現するのが、VDSL

と呼ばれる通信技術だ。VDSLはADSLに比べて通信できる距離は短いものの、集合

住宅などの構内配線や、アクセスラインの「ラスト100メートル」など、今後さまざま

な場面での活用が検討されている。

インターネット最新テクノロジー：第46回

光ファイバーに迫る超高速DSL

VDSL
（Very high data rate Digital Subscriber Line）

ADSL以外にもある

さまざまなDSL
既存の電話回線を使って、1.5Mbps程度

の高速な接続環境を実現するADSLが急速に

普及しはじめている。これまでのアナログモ

デムが電気信号を音声に変換して通信を行う

のに対して、ADSLでは音声よりも高い周波

数を利用することで、高速化を実現している。

ADSLも含めて、こうした電話回線による

高速通信の方式は一般的に「DSL」と総称

される。「DSL」は「Digital Subscriber

Line」（デジタル加入者回線）の略で、通常

の電話線（加入者回線）を使って、デジタ

ル通信を行う方式のことを指している。した

がって、ISDNも広い意味ではDSLの一種と

いうことになる。

DSLのさまざまな通信方式を総称して

「xDSL」と記述する場合がある。この「x」

の部分には、通信方式の特徴を表す英単語

TECHNOLOG

堀内 敏明
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う通信速度に比べるとかなり遅くなってしま

うのが難点だ。VDSLは52Mbpsという高速

な通信が可能なので、特にこうした光ファイ

バーと組み合わせたサービスで、威力を発揮

すると思われる。

また、各家庭へのアクセスラインとして

VDSLを利用する方法も有効な利用方法だ。

現在、NTTでは光ファイバー化を急速に進め

ている最中で、地域によっては各家庭のかな

り近くまでが光ファイバー化されている。具

体的には、各電話局からは地下の共同溝な

どを通して光ファイバーが配線されていて、

「き線点」と呼ばれる地上への引き上げ部分

から先がメタリックケーブルとして家庭に配

線されている。こうした、家庭のすぐ近くま

でが光ファイバー化されている状態のことは、

FTTHの前段階としてFTTC（Fiber to the

Curb）と呼ばれることがある（Curb＝歩道

の縁石）。VDSLは、このFTTCの段階での

高速接続サービスとして、特に有望視されて

いる技術でもある。

実際にすべての家庭に光ファイバーを配線

HomePNA（ホーム・ピー・エヌ・エー／Home Phoneline Networking Alliance）：既存の電話線を利用した家庭内LANの標準規格。1本の回線で、電話、
インターネット接続、LANを利用できる。またはこの規格を策定した業界団体の名称。
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①DSL回線の種類

では13Mbpsで1.5km、52Mbpsの場合に

は0.3kmというかなり短距離でしか通信がで

きない。

ADSLサービスの場合には、電話局から各

家庭までの電話線の両端にADSLモデムを接

続して、インターネット接続サービスを提供

している。電話局から各家庭までの距離は大

部分が5km以内に収まるものの、それでも距

離が遠すぎてADSLが提供できないケースも

数多く報告されている。5km程度の距離で

通信可能なADSLですらこの状態であること

を考えると、さらに距離の短いVDSLではサ

ービス可能な地域は極めて狭いエリアに限定

されてしまう。

そこで、VDSLの場合にはADSLのように

電話局から家庭までではなく、より短距離の

電話線での利用方法が検討されている。

光ファイバーとの組み合わせで

集合住宅に高速サービスを提供

それでは、VDSLはどこで利用されるのだ

ろうか。まず考えられるのが、マンションな

どの構内配線としての電話線を利用して、高

速なLANの代わりに利用する方法だ。

マンションのような集合住宅では、各部屋

には通常の電話線（銅線）が引かれていて

も、NTT局からマンションまでが光ファイバ

ーで配線されているため、ADSLサービスが

利用できないケースがあるためだ。また、逆

にFTTHサービスを利用しようとしても、今

度は各部屋に直接光ファイバーを配線しなけ

ればならず、構内配線の工事が必要となり、

やはりサービスが困難となる。そこで、マン

ションまでは光ファイバーを敷設し、そこか

ら各部屋まではVDSLを利用する方式を使い、

高速な通信サービスを提供しようという考え

方が出てきた（③）。

こうした構内の電話線を利用する方式とし

てはすでにHomePNAが実用化されているが、

HomePNAの通信速度は最大でも11Mbps

程度なので、光ファイバーの100Mbpsとい

通信速度
名称 下り 上り 伝送距離 電話との共用 主な用途
ADSL 1.5M～ 16k～ 2.7～ ○

8Mbps 1Mbps 5.5km

HDSL 1.5M/2Mbps 3.6km ×

SDSL 160k～2Mbps 3～7km ○

VDSL 1.6M～ 13M～ 0.3～ ○
6.4Mbps 52Mbps 1.5km

（Asymmetric Digital
Subscriber Line）

（High data rate Digital
Subscriber Line）

（Symmetric Digital 
Subscriber Line）

（Very high data rate
Digital Subscriber Line）

電話線を利用した高速アクセス回
線。おもに家庭を対象としており、
下り方向（インターネット→加入者）
の速度が高速化されている。
電話線を2本利用して1.5Mbpsの
通信速度を実現する（2Mbpsの場
合は3本）。近距離での専用線で光
ファイバーの代わりに用いられる。
1本の電話線で上下とも同じ速度の
通信を実現する方式。電話との共用
はモデムメーカーによる。
極めて短い距離において、超高速通
信を実現する方式。

②現在提案されているVDSLの通信速度

下り速度 上り速度 伝送距離
非対称型 13Mbps 1.6Mbps 1.5km

26Mbps 3.2Mbps 1km
52Mbps 6.4Mbps 0.3km

対称型 6.5Mbps 1.5km
13Mbps 1km
34Mbps 0.3km
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364 INTERNET magazine 2001/8 ITU-T（アイ・ティー・ユー・ティー／International Telecommunication Union, Telecommunication Standardization Sector）：国連の専門機関、国際電気
通信連合（ITU）の電気通信標準化部門。電気通信に関する各種の調整や勧告を行う。

D

するとなると、工事にはかなりの時間と費用

がかかってしまう。そこで、とりあえず家の

近くまでは光ファイバー化して、そこから先

はメタリックケーブルのままでVDSLを使う方

式であれば、短期間に高速サービスが展開で

きるという考え方だ。

こうしたFTTC＋VDSLという組み合わせ

は、FTTH実現までの移行段階のサービスと

して、海外の多くの通信会社が検討を始めて

いる。もちろん、最終的にはFTTHが提供さ

れることが望ましいことに変わりはないが、サ

ービスの普及にかかる時間を考えた場合には、

光ファイバーとメタリックケーブルを組み合

わせた、こうしたサービスのほうが、より早

期に実現できる可能性は高い。ADSLの場合

には、DSL事業者は電話局から各家庭まで

の電話線をNTTから借りてサービスを提供し

ている。これと同様に、き線点から家庭まで

といったより短距離の電話線が借りられれば、

こうした光ファイバー＋VDSLといったサー

ビスも実現できる。

NTTが進める光ファイバー化により、今後

はADSLが利用できない地域が増えることも

予想される。そうした地域への対策として、

FTTHが実現されるまでの間は、FTTC＋

VDSLといったサービスの提供を、NTTには

期待したいところだ。

VDSLの仕組みと

標準化の動向

VDSLの通信方式はADSLとほとんど同じ

だが、ADSLよりもさらに高い周波数を使う

ことで高速通信を実現している（④）。一般

に、周波数が高くなるとそれだけノイズの影

響が大きくなるため、そのぶんだけ通信可能

な距離が短くなってしまう。

また、VDSLではかなり高い周波数まで利

用するため、他の機器への影響についても考

慮しなければならない。ADSLの場合にも、

日本のISDNやAMラジオなどの干渉があっ

たが、VDSLではさらにアマチュア無線や

VDSL装置 
メタリックケーブル 
（VDSL） 

VDSL装置 

き線点 

電柱 

 
 

ユーザー 

光ファイバー 
 

光アクセス装置 

アクセスラインとしての利用 

VDSL装置 

メタリックケーブル 
（VDSL） 

VDSL装置  
 

マンション・ホテルなど 

光ファイバー 
 

光アクセス装置 

構内LANとしての利用 

③VDSLの想定される用途
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Annex.C（アネックス・シー）：Annexは「附属書」という意味で、ここではITU-Tが定めたADSLの勧告である「G.992.1」や「G.992.2」における、日本向けの仕様のことを指す。
日本、アメリカ、ヨーロッパで異なるISDNの方式を考慮したもので、北米向けの仕様は「Annex.A」、ヨーロッパ向けの仕様「Annex.B」となっている。
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`

HomePNAとの干渉を考慮しなければならな

い。特に、同じ電話線を使ってLANを実現

するHomePNAについては、同一の集合住

宅内などで両方を利用するのはかなり難しい

と予想されている。

こうしたVDSLの規格については、ADSL

と同様にITU-Tで検討が進められている。

ADSLの場合にはすでに1.5Mbpsの通信が

可能な簡易的なADSLとしての「G.992.1」

と、8Mbpsまでの通信が可能なフル規格の

「G.992.2」が勧告されている。一方、VDSL

についてはまだ議論が続けられている段階だ

が、おそらく今年度中にはいくつかの規格が

提案され、その後「G.993」といった形での

勧告が出されるものと思われる。また、

ADSLの規格化の際には、ISDNとの干渉に

配慮した日本向けの規格「Annex.C」が提

案されたが、VDSLでも同様にすでに日本の

メーカーからこうした干渉問題を考慮した規

格が、ITU-Tの作業部会に提案されている。

VDSLがサービスとして実用化されるのは、お

そらくはこうした規格化がある程度進んでか

らのことになると予想される。

現在、ブロードバンドとして人気の高い

ADSLも、いずれはより高速なFTTHへと移

行していくのは間違いない。しかし、いきな

りすべての地域でFTTHが使えるようになる

とは限らないし、電話網の一部のみが光ファ

イバー化された状態では、ADSLとFTTHの

両方ともサービスが受けられない地域が出て

くる可能性もある。こうしたADSLからFTTH

への移行期間を埋める技術として、今後とも

VDSLの規格化の動きや、NTTのような通信

会社がどのようにVDSLに対応していくかは

要注目のトピックだと言えるだろう。

（Hz） 

HomePNA 
（5.5M～9.5MHz） 

12M0 700k300k 1000k

ISDN 
（0～320kHz） 

 

VDSL 
（上り） 

VDSL 
（下り） 

AMラジオ 
（550k～1600kHz） 

アマチュア無線 
（1.9M、3.5M、3.8M、7M、10MHz帯） 

0 25 138 300 1100

音声 
（アナログ） 

上り信号 
下り信号 

ADSL 
 

周波数 
（kHz） 

周波数 
（kHz） 

4

0 700300 1000

音声 
（アナログ） 

上り信号 下り信号 

VDSL

12MHz（12000kHz） 

4

④VDSLで利用する周波数

⑤VDSLで利用する周波数
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